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内線: 4139 (単位：千円)
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計
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令和元年度～ 根 拠
法 令

埼玉県農林水産業振興条例（第12条）

款

針路 12
令和 5年度 分野施策 1202

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

9
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　多様なマーケットの需要に応えられる競争力のある露
地野菜産地を育成するため、産地の核となる農業法人等
に機械化一貫体系等の導入を推進、農地集積による規
模拡大を促し、埼玉県産野菜の生産拡大を図る。

　ア　産地育成推進事業　　　　　　　　　3,211千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  △318千円
　イ　プレミアム産地育成支援事業　　　 31,800千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△2,435千円

（１）事業内容 
　　ア　産地育成推進事業　　　　　　　　　　　3,211千円
　　　　多様なマーケット需要に応えられる野菜生産対策の支援
　　　　機械化一貫体系に適した品種、栽培方法等の調査・研究
　　イ　プレミアム産地育成支援事業　　　　　 31,800千円
　　　　機械・施設の導入支援

（２）事業計画 
　　ア　産地育成推進事業
　　　　多様なマーケット需要に応える産地となるための生産体制整備、機械化一貫体系導入に向けた栽培実証、機械化
　　　一貫体系に適した品種・栽培方法の検討
　　イ　プレミアム産地育成支援事業
　　　　中規模経営体を対象とした機械化一貫体系等の導入に必要な機械・施設の整備支援
　
（３）事業効果 
　　　露地野菜作付面積3ha以上の経営体数　324経営体(令和2年)→　400経営体(令和7年)
　　　規模拡大に取り組む経営体が担う露地野菜作付面積　100ha/年

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況 
　　　食品関連業者、量販店等との連携による埼玉野菜の安定生産、販売の実施

（５）補正予算の概要
　　ア　事務経費見直しによる減額
　　イ　補助要望額が見込みを下回ったことによる補助金の減額

２　事業主体及び負担区分
ア　(県10/10)
イ　(県1/2)市0・事業主体1/2

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×3.0人＝28,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額

決定額 △2,753

現計額 35,011 35,011

― 農林部 27 ―

儲かる農林業の推進

△2,753 32,258

強みを生かした収益力のある農業の確立



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 318千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △318 ―

合計 △318 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

旅費 △15 ― 事務経費の見直しによる減

需用費 △272 ― 事務経費の見直しによる減

役務費 △31 ― 事務経費の見直しによる減

合計 △318 ―

単位事業名 予算額 △ 2,435千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △2,435 ―

　

主な内容

事業内訳書

埼玉野菜プレミアム産地づくり事業

産地育成推進事業

主な内容

主な内容

プレミアム産地育成支援事業



 

 

単位事業名 予算額 △ 2,435千円

　
 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

合計 △2,435 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 △2,435 ― 補助要望額が見込みを下回ったことによる減

合計 △2,435 ―

プレミアム産地育成支援事業

主な内容

主な内容


